平成１８年５月１２日

八千代市長

　豊田　俊郎　様

八千代市立村上南保育園父母会

会長　大木　静子

要望書

　日頃、八千代市の保育行政にご尽力いただき、感謝しています。

　さて、３月議会の折り、「公立保育園３園民営化」との新聞報道あり、保護者としては、大変驚き、また、不安に思っています。

　特に、八千代市７圏域での拠点園構想の中で、非拠点園である村上南保育園は、民営化計画の３園の中に入っているのではないかと心配しております。団地の中の保育園ということを考えると、拠点１園で公的に必要な役割を果たせるのかも疑問です。

八千代市は、「子どもの元気がみえるまち」を掲げています。その名に恥じない施策を望み、以下の点を要望します。

豊田市長と直接お話をする機会を設けていただきたいと考えています。それが、不可能でしたら、その理由を明らかにし、議会前の５月中に書面にて、要望事項に関する回答をお願いします。

要望事項

1． 八千代市立村上南保育園を廃園・民営化しないでください。

現在、保護者は、安心して保育園に預けられる村上南保育園の状況に感謝しています。過去のアンケートでも明らかなように「子育ての相談にのってもらえるベテランの先生方」「病気・けがの時、また、投薬など信頼できる看護士の配置」「手作りのおいしくて安心できる給食やおやつを提供してもらえる。」など、安心して子どもを預けられる要因の多くは、人的環境によるものです。

民営化することで、環境が変わることに大変不安を感じています。

2． 公立保育園を民営化する目的を明らかにしてほしい。

担当課とのやりとりで気になるところは、コスト削減のために「地域の子育て支援」の名の下に実質保育行政を縮小し、民間に丸投げするのではと言う不安です。子育て支援は、必要な課題ですが、全国的には、少子化が叫ばれている今、コスト削減だけの民営化では納得ができません。質（特に人的環境）を担保した上での民営化計画の目的を教えてください。

また、「次世代育成支援行動計画～こどもの元気がみえるまち～」と公立保育園を減らし、民営化する方向性の関係と妥当性について、説明してください。

3． 公立保育園民営化による、子ども・保護者の負担をどう考えているのでしょうか。

大阪大東市の高等裁判所の判決にもあるように民営化による保育士の全員交替は、子どもに多大な負担を与えることが予想されます。進級により、クラスの担任が替わるだけでも、子どもは不安定になります。園内に知っている保育士がいなくなる状況では、子どもへの負担は大きく、保護者が、安心して就労できる状態ではなくなるでしょう。このことについて、どうかんがえているのか、市長の考えを明らかにしてください。

4． 公立園を望んで利用している保護者への保障をどう考えているのでしょうか。

　　　現在、村上南保育園に子どもを通わせている保護者の中には、「公立園だから選

んだ。」という人も多数います。また、すでに勝田台地区に公立園が１園もなく、

そこから比較的近い村上南保育園に通っている子どももいます。

　それにもかかわらず、民間園に変えられてしまうということは、保護者の願いに

反することとなりますが、このことについて、どう考えているか、教えてください。

　　　

5． 拠点園構想で、需要や要望に応えられるのでしょうか。

　　　村上保育園は、団地の中の保育園ということで、多様な条件、状況の方が利用しています。団地内１園となった場合、１園で対応が可能なのか、疑問に思っています。また、民間園になった場合、同等の対応が可能なのでしょうか。現在民間園に対して、市が行っている指導、今後行う指導について教えてください。

　　　

6． 市長の率直な感想を聞かせてください。

別紙は、短期間の中、枚数は少ないものの、今回の民営化計画について保護者から寄せられた声です。これらを読んでの市長の感想を聞かせてください。

